
（
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
一
条

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
一
時
金
の
請
求
）

（
一
時
金
の
請
求
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

法
第
七
条
第
一
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
氏
名
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ

る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
七
条
第
一
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
署
名
又
は
記
名
押
印
を
す
る
と
と
も
に
、

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
支
払
未
済
の
一
時
金
の
申
出
）

（
支
払
未
済
の
一
時
金
の
申
出
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

前
項
の
申
出
書
に
は
、
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
氏
名
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
出
書
に
は
、
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
署
名
又
は
記
名
押
印
を
す
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る

書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
請
求
書
作
成
の
特
例
）

（
請
求
書
作
成
の
特
例
）

第
七
条

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
請
求
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
口
頭
に
よ
る
陳
述
を
そ
の
職
員
に
聴
取

さ
せ
た
上
で
、
陳
述
事
項
に
基
づ
い
て
当
該
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
代
わ
っ
て
請
求
書
を
作
成
し
、
こ
れ

を
当
該
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
読
み
聞
か
せ
た
上
で
、
当
該
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
と
と
も
に
氏
名
を

記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
請
求
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
口
頭
に
よ
る
陳
述
を
そ
の
職
員
に
聴
取

さ
せ
た
上
で
、
陳
述
事
項
に
基
づ
い
て
当
該
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
代
わ
っ
て
請
求
書
を
作
成
し
、
こ
れ

を
当
該
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
読
み
聞
か
せ
た
上
で
、
当
該
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
と
と
も
に
署
名
又

は
記
名
押
印
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
共
有
財
産
の
返
還
時
の
手
続
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
二
条

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
共
有
財
産
の
返
還
時
の
手
続
に
関
す
る
省
令
（
令
和
元
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

北
海
道
知
事
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
令
和
元
年
政
令
第
八
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

共
有
財
産
を
返
還
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
の
受
領
書
と
引
換
え
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
北
海
道
知
事
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
共
有
財
産
の
返
還
に
必
要
な
限
度
で
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
そ

の
他
の
者
に
対
し
、
同
条
に
規
定
す
る
共
有
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
海
道
知
事
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
令
和
元
年
政
令
第
八
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

共
有
財
産
を
返
還
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
の
受
領
書
と
引
換
え
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報


		2020-12-24T15:41:22+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




